
神奈川区マスコットキャラクター
「かめ太郎」

「ぐろーばる・あい」には、世界的な大きな視野を持って情報の発信をしてい
こうという想いが込められています。生涯学習・市民活動で活躍している人や
これから何かを始めようとする人を応援するための情報誌です。

神奈川区連合町内会自治会連絡協議会2020年度承認

京急東神奈川駅

～開館時間～
月曜日から金曜日
（土・日・祝日、年末年始は休館）

午前8時45分から午後5時まで
～アクセス～
反町駅（東急）徒歩約7分
東神奈川駅（ＪＲ）徒歩約7分
京急東神奈川駅（京急）

徒歩約9分
市バス「二ッ谷町」バス停 徒歩約3分

発行：神奈川区区民活動支援センター

〒221-0824
横浜市神奈川区広台太田町3-8
神奈川区総合庁舎本館5階 507窓口

📞:045-411-7089 📠:045-323-2502
✉:kg-shiencenter@city.yokohama.jp
担当：山下・黄・山田・櫻井

毎年展示している「助っ人ＢＡＮＫ(街の先生)」や「登録団体」の活動ポスター
の他に、新型コロナウイルス感染症の影響で今年度中止となりました「湊フェス
タ」や、区民活動支援センター情報誌「ぐろーばる・あい」などの紹介コーナー
も設けました。区役所にお越しの際は、是非お立ち寄りください。

2020年10月6日(火)～16日(金)

9:00～17:00（最終日は16:00まで）
場所：神奈川区役所別館１階区民ホール

バンク



区民活動支援センターに登録している団体の活動PRポスターの一部を紹介します
神奈川区区民活動支援センターでは、2年に1度、利用登録団体・かながわ区民助っ人バンク登録者に「活動PRポスター」の作成をお願いしています

日頃の活動を紹介することで、広く区民の方々に活動をPRし、新規のメンバー獲得や新たな活動の場を広げる機会とすることが目的です

音楽／楽器演奏 音楽／歌・コーラス 音楽／歌・コーラス 芸能／演芸

芸能／ダンス・舞踊



【編集ボランティアのページ】 このページでは、編集ボランティアが、区内で活動するさまざまな団体を紹介しています

編集ボランティア担当：マツコ、リョウ、エミ

2000年（平成12年）に発足したＮＰＯ法人 神奈川区いまむかしガイドの会は神奈川区を中心に史跡・旧跡のガイドを行うボ
ランティアグループです。会の「企画ガイド」には、旧東海道の宿場町として栄えた神奈川宿や歴史的な建物・洋館巡りなど、春季・秋
季それぞれに7～8つのコースがあります。一方、「依頼ガイド」は、個人やグループの要望に応じて行います。同会は、「横浜の歴史と
日本の歴史を関連付け、分かりやすく、楽しく、 “また参加したい”と思って頂けるようなガイドを心がけている」そうです。

取材班は、2020年4月25日に予定されていた、12年に一度の子年にだけ公開される観音さまを巡る企画ガイドに注目していまし
た。ところが新型コロナウィルス感染症の影響により、ツアーは中止に。そこで急遽、非常事態宣言が出される前の4月3日、私たちは
慶運寺の子歳観音を訪れ、後日神奈川区いまむかしガイドの会にもお話をお聞きしました。

慶運寺は横浜開港当時、フランス領事館として使われていた。写真は境内にある手水鉢。鉢の部分は亀の形をしている

12年に一度のチャンス！慶運寺の子歳観音を見てきました

1874年（明治7年）に建立された観音堂は、1923年
（大正12年）の関東大震災で倒壊、その後1935年
（昭和10年）に再建された

子年の限られた期間にだけ見ることのできる子歳観音像
（中央）。両脇に祀られているのは、「亀化龍女神像」
（左）と「浦島大明神像」（右）

1447年（室町時代、文安四年）に開かれた慶運寺は、横浜市、川崎市、町田市に点在する札所「旧小机領三十三所子歳観音
霊場」の1つです。境内の観音堂に祀られているのは、「聖観世音菩薩」（しょうかんぜおんぼさつ）で、別名「亀乗浦島観世音菩薩
立像」といいます。
その名の通り、観音さまが亀の甲羅の上に乗っている姿が特徴で、1995年（平成7年）に、「浦島太郎伝説関係資料」として横浜
市の地域文化財に登録されています。同寺のホームページによれば、「観音さまは、浦島太郎が竜宮より帰る際に乙姫様から玉手箱と
一緒に守り本尊として授かったと伝えられる」といいます。

「この観音さまは、元は、現在の神奈川区浦島丘にあった観福寿寺の本尊でしたが、江戸時代末の大火で寺が
焼失したため、1873年（明治6年）、慶運寺に移されました」（神奈川区いまむかしガイドの会）
日本には「千手観音」や「十一面観音」など、多くの種類の観音像があります。
それは、観音さまが人々を苦しみから救うために、さまざまな姿に変化（へんげ）し、
現れるからだといわれています。
次に子歳観音を見ることができるのは、12年後の2032年。
その時は、是非神奈川区いまむかしガイドの会によるツアーで周りたいものです。

【参考資料】
・旧小机領三十三所観音霊場
子歳観音霊場巡りガイドブック
・慶運寺ホームページ
・慶運寺だより（令和2年 春季彼岸号）
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